
財
政・金
融
政
策
　

将
来
像
示
せ

　せんが・たつろう　
年生まれ。慶大経卒、オ
ハイオ州立大博士（経済
学）。専門はマクロ経済学

　
千
賀
　
達
朗
　
　
ロ
ン
ド
ン
大
学
ク
イ
ー
ン
・

メ
ア
リ
ー
校
助
教
授
　
　
　 楽

観
的
な
見
方
で
も
企
業
の
成
長
期
待
は
低
い

企
業
見
通
し
に
成
長
率
、物
価
、経
済
政
策
影
響

将
来
不
安
払
拭
で
賃
上
げ
や
投
資
へ
環
境
整
備

　
安
倍
政
権
の
経
済
政
策
「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
」
が
始
ま
っ
て
５
年
と

な
る
。
日
本
経
済
は
緩
や
か
な
が

ら
も
景
気
回
復
基
調
が
続
い
て
い

る
。と
り
わ
け
円
安
効
果
も
あ
り
、

企
業
収
益
や
雇
用
の
逼
迫
度
合
い

は
過
去
最
高
水
準
と
な
っ
た
。

　
足
元
の
企
業
業
績
改
善
が
設
備

投
資
・
所
得
・
個
人
消
費
の
拡
大

を
も
た
ら
し
好
循
環
を
実
現
で
き

る
か
。
現
実
に
は
好
調
な
企
業
業

績
や
逼
迫
し
た
雇
用
情
勢
と
は
対

照
的
に
、
企
業
行
動
に
は
慎
重
さ

が
み
ら
れ
る
。
企
業
の
現
金
保
有

が
増
加
傾
向
を
た
ど
る
一
方
、
賃

上
げ
や
設
備
投
資
は
緩
や
か
な
伸

び
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
こ

と
が
政
策
実
現
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
る
。

　
企
業
行
動
は
今
後
変
わ
り
う
る

の
か
。
本
稿
で
は
、
筆
者
と
張
紅

咏
・
経
済
産
業
研
究
所
研
究
員
、

陳
誠
・
香
港
大
助
教
授
が
実
施
し

た
企
業
サ
ー
ベ
イ
の
結
果
を
紹
介

し
、
企
業
の
慎
重
姿
勢
や
そ
の
要

因
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　
企
業
は
事
業
計
画
策
定
の
際
、

将
来
の
事
業
環
境
を
ミ
ク
ロ
レ
ベ

ル
と
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
双
方
か
ら

点
検
す
る
。
ま
た
経
済
学
者
も
、

企
業
行
動
を
動
学
的
な
視
点
か
ら

分
析
す
る
こ
と
を
基
本
的
な
手
法

と
し
て
い
る
。
様
々
な
理
論
や
実

証
分
析
は
、
企
業
が
直
面
す
る
将

来
の
事
業
環
境
に
関
す
る
不
確
実

性
は
企
業
行
動
を
慎
重
化
さ
せ
る

こ
と
を
示
し
て
き
た
。
さ
ら
に
企

業
行
動
の
慎
重
化
は
、
資
本
や
労

働
を
企
業
間
に
効
率
的
に
配
分
す

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
弱
め
、
経
済
全

体
の
生
産
性
を
低
下
さ
せ
か
ね
な

い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
企
業
が
直
面
す
る
不
確
実
性
を

正
確
に
測
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
は
存

在
し
な
い
が
、
近
年
マ
ク
ロ
レ
ベ

ル
の
不
確
実
性
を
測
る
指
数
の
開

発
が
進
ん
で
い
る
。
株
価
変
動
を

利
用
し
た
Ｖ
Ｉ
Ｘ
指
数
（
恐
怖
指

数
）
や
、「
不
透
明
」「
不
確
実
」

と
い
っ
た
単
語
が
新
聞
で
用
い
ら

れ
る
頻
度
を
利
用
し
た
経
済
政
策

の
不
確
実
性
指
数
な
ど
だ
。

　
他
方
個
別
企
業
が
直
面
す
る
ミ

ク
ロ
レ
ベ
ル
の
不
確
実
性
を
測
ろ

う
と
す
る
試
み
も
進
ん
で
い
る
。

ニ
ッ
ク
・
ブ
ル
ー
ム
米
ス
タ
ン
フ

ォ
ー
ド
大
教
授
を
中
心
に
各
国
で

チ
ー
ム
が
組
ま
れ
、
筆
者
も
日
本

と
英
国
で
企
業
が
直
面
す
る
不
確

実
性
の
計
測
を
試
み
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
企
業
サ
ー
ベ
イ
を

通
じ
て
、
売
上
高
の
見
通
し
な
ど

に
つ
い
て
５
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
尋

ね
、
見
通
し
の
ば
ら
つ
き
具
合
や

偏
り
の
情
報
を
用
い
て
、
企
業
の

主
観
的
な
不
確
実
性
指
標
を
構
築

し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。
例
え
ば

売
上
高
見
通
し
の
分
散
が
大
き
い

企
業
は
高
い
不
確
実
性
に
直
面
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
み
る
。

　
筆
者
ら
は
２
０
１
７
年

〜

月
に
経
済
産
業
研
究
所
で
「
企
業

の
事
業
計
画
と
予
測
に
関
す
る
調

査
」を
実
施
し
た
。為
替
レ
ー
ト
、

実
質
経
済
成
長
率
、
自
社
の
売
上

高
に
つ
い
て
「
最
も
悲
観
的
な
見

通
し
・
悲
観
的
な
見
通
し
・
見
通

し
中
間
値
・
楽
観
的
な
見
通
し
・

最
も
楽
観
的
な
見
通
し
」
の
５
つ

の
シ
ナ
リ
オ
を
尋
ね
た
。
各
シ
ナ

リ
オ
が
ど
の
程
度
の
確
率
で
起
き

る
と
想
定
し
て
い
る
か
（
予
想
確

率
）
も
尋
ね
、
５
つ
の
シ
ナ
リ
オ

と
予
想
確
率
に
基
づ
い
た
主
観
的

な
確
率
分
布
を
構
築
し
た
。

　
実
質
経
済
成
長
率
見
通
し
（

年
度
と

年
度
の
期
間
平
均
）
に

つ
い
て
「
見
通
し
中
間
値
」
は
１

・

％
と
、
企
業
サ
イ
ド
の
慎
重

な
予
想
が
示
さ
れ
た
。
一
方
「
最

も
悲
観
的
な
見
通
し
」
は
０
・

％
で
、
相
応
の
下
振
れ
リ
ス
ク
が

う
か
が
わ
れ
る
ほ
か
、
「
最
も
楽

観
的
な
見
通
し
」が
２
・
％
と
、

楽
観
的
な
見
方
で
も
成
長
期
待
は

決
し
て
高
く
な
い
（
図
参
照
）
。

　
英
経
済
学
者
ケ
イ
ン
ズ
は
、
人

々
の
期
待
の
動
き
を
「
ア
ニ
マ
ル

ス
ピ
リ
ッ
ト
」
と
呼
ん
だ
。
楽
観

に
も
悲
観
に
も
振
れ
る
期
待
が
ど

の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
企
業
行
動

に
影
響
を
及
ぼ
す
か
理
解
を
深
め

る
こ
と
は
重
要
だ
。
調
査
で
は
５

つ
の
売
上
高
予
測
シ
ナ
リ
オ
の
ど

れ
を
前
提
に
設
備
投
資
・
雇
用
計

画
を
作
成
す
る
か
も
尋
ね
た
。
結

果
、
約
８
割
の
企
業
が
売
上
高
予

測
の
「
見
通
し
中
間
値
」
を
前
提

に
す
る
と
答
え
た
。
「
楽
観
的
な

見
通
し
」
に
基
づ
き
設
備
投
資
・

雇
用
計
画
を
作
成
す
る
企
業
は
約

１
割
と
、
ア
ニ
マ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト

に
期
待
す
る
の
は
難
し
そ
う
だ
。

　
事
業
・
経
営
環
境
に
関
す
る
先

行
き
不
確
実
性
に
つ
い
て
も
尋
ね

た
と
こ
ろ
、

・
６
％
の
企
業

が
「
や
や
不
透

明
感
が
あ
る
」、

・
３
％
の
企
業
が
「
非
常
に
不

透
明
感
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
。

　
な
お
事
業
・
経
営
環
境
に
関
す

る
先
行
き
に
つ
い
て
「
非
常
に
不

透
明
で
あ
る
」
と
答
え
た
企
業
は

「
あ
ま
り
不
透
明
感
は
な
い
」
と

答
え
た
企
業
と
比
較
し
て
以
下
の

よ
う
な
結
果
が
確
認
さ
れ
た
。
①

経
済
成
長
率
見
通
し
が
低
く
、
見

通
し
の
分
散
が
大
き
い
②
自
社
売

上
高
見
通
し
の
水
準
が
低
く
、
見

通
し
の
分
散
が
大
き
い
③
雇
用
計

画
が
低
い
―
―
な
ど
だ
。
主
観
的

な
将
来
予
測
の
分
散
を
用
い
て
不

確
実
性
を
計
測
す
る
こ
と
の
妥
当

性
や
、
企
業
が
直
面
す
る
不
確
実

性
と
成
長
予
測
、
企
業
行
動
の
間

の
負
の
関
係
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

　
企
業
が
直
面
す
る
不
確
実
性
の

背
景
は
何
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ

い
て
も
質
問
し
た
。
事
業
・
経
営

環
境
の
見
通
し
に
影
響
を
与
え
る

項
目
（
複
数
回
答
）
と
し
て
、

％
の
企
業
が
国
内
経
済
成
長
率
、

％
が
国
内
物
価
、

％
が
政
府

・
日
銀
の
経
済
政
策
を
挙
げ
た
。

政
府
・
日
銀
の
経
済
政
策
の
う
ち

事
業
・
経
営
環
境
の
見
通
し
に
影

響
を
与
え
る
項
目
と
し
て
は
、

％
の
企
業
が
税
制
（
法
人
税
、
消

費
税
な
ど
）
、

％
が
労
働
基
準

・
監
督
に
関
す
る
制
度
、

％
が

金
融
政
策
を
挙
げ
た
。

　
税
制
に
関
す
る
不
確
実
性
が
重

要
と
の
結
果
は
、

年
に
実
施
さ

れ
た
森
川
正
之
・
経
済
産
業
研
究

所
副
所
長
に
よ
る
サ
ー
ベ
イ
で
も

示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
氏
の
研

究
で
は
税
制
に
よ
る
設
備
投
資
、

海
外
展
開
、
採
用
計
画
に
対
す
る

影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
企
業
行
動
を
変
え
る
に
は
、
将

来
不
安
を
払
拭
し
成
長
期
待
を
高

め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
小
川

一
夫
・
関
西
外
国
語
大
教
授
に
よ

る
分
析（

年

月

日
付
本
欄
）

と
も
整
合
的
だ
。

　
加
え
て
今
回
の
サ
ー
ベ
イ
で

は
、
税
制
、
雇
用
関
連
政
策
、
金

融
政
策
に
起
因
す
る
不
確
実
性
が

こ
う
し
た
企
業
の
慎
重
姿
勢
に
少

な
か
ら
ず
つ
な
が
っ
て
い
る
可
能

性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で

は
「
大
胆
な
金
融
政
策
（
第
１
の

矢
）
」「
機
動
的
な
財
政
政
策
（
第

２
の
矢
）
」
「
民
間
投
資
を
喚
起

す
る
成
長
戦
略
（
第
３
の
矢
）
」

の
う
ち
、
第
１
・
第
２
の
矢
に
焦

点
が
当
た
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

危
機
か
ら
の
脱
出
を
図
る
異
次
元

緩
和
や
積
極
財
政
へ
の
期
待
が
高

か
っ
た
こ
と
も
背
景
に
あ
る
。

　
他
方
、イ
ン
フ
レ
目
標
の
未
達
、

財
政
健
全
化
の
遅
れ
、
緩
慢
な
経

済
成
長
率
を
踏
ま
え
る
と
、
従
来

の
第
１
・
第
２
の
矢
で
高
成
長
を

達
成
し
、
財
政
健
全
化
も
可
能
と

の
見
方
は
堅
持
し
難
い
。
財
政
健

全
化
が
進
ま
な
い
状
況
で
、
膨
大

な
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
（
資
金
供

給
量
）
を
今
後
ど
う
処
理
し
て
い

く
の
か
。
少
子
高
齢
化
な
ど
の
根

本
的
な
構
造
問
題
を
抱
え
、
消
費

税
・
法
人
税
、
社
会
保
障
制
度
を

ど
う
す
る
の
か
。
こ
う
し
た
将
来

不
安
が
、
企
業
が
安
心
し
て
賃
上

げ
や
設
備
投
資
を
で
き
な
い
状
況

を
招
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
の
５
年
間
、
財
政
・
金
融
政

策
に
頼
り
す
ぎ
、
規
制
緩
和
な
ど

の
改
革
ペ
ー
ス
が
遅
か
っ
た
こ
と

も
指
摘
し
た
い
。
白
川
方
明
日
銀

総
裁
（
当
時
）
は

年

月
の
日

経
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
問

題
の
本
質
は
成
長
力
の
低
迷
」「
税

制
や
規
制
の
あ
り
方
は
企
業
の
経

営
戦
略
に
影
響
を
与
え
る
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
。
こ
う
し
た
実
体
的
な

問
題
に
取
り
組
ま
な
い
限
り
、
成

長
期
待
が
高
ま
ら
ず
、
デ
フ
レ
も

是
正
さ
れ
な
い
」と
話
し
て
い
る
。

当
時
も
今
も
こ
う
し
た
成
長
戦
略

の
重
要
性
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
危
機
モ
ー
ド
と
い
え
る
従
来
の

第
１
・
第
２
の
矢
を
正
常
化
す
る

前
に
、
大
胆
な
成
長
戦
略
を
加
速

さ
せ
、
中
長
期
的
な
構
造
問
題
の

解
決
に
道
筋
を
付
け
な
け
れ
ば
、

将
来
不
安
は
払
拭
さ
れ
ず
、
企
業

が
安
心
し
て
賃
上
げ
や
設
備
投
資

を
で
き
る
環
境
に
は
な
ら
な
い
。

景
気
拡
大
が
続
く
足
元
の
環
境
を

好
機
と
と
ら
え
、
持
続
可
能
な
金

融
・
財
政
政
策
の
中
長
期
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
提
示
し
て
市
場
と
の
対

話
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
今
後

の
成
長
戦
略
に
と
っ
て
重
要
だ
。


